
＜フェーズ１＞
課題化に向けた事前調査

＜フェーズ２＞
実用化に向けた研究開発

内 容 本試験に先立つ勉強会、
市場調査、アイデアの
検証、予備試験 等

京都府が提示した上記テーマ
に関わる基礎研究、技術開発

対 象 京都フードテック研究連絡会議（以下、連絡会議）
会員による連携体

募集時期 随時 令和７年４月頃

審 査 京都府による審査 外部有識者を含む審査

【目 的】
農林漁業者の高齢化や担い手不足、気候変動など生産現場の状況
が厳しさを増す一方、食に対するニーズが多様化・複雑化する中、京都
府の農林水産業・食品産業の課題を解決するため、産学公連携により
それぞれの得意分野を活かした共同研究を行うことで、効率的な研究開
発と速やかな社会実装に繋げる。

【テーマ】
・スマート技術の開発
・需要創造のための品種や生産、食品加工技術の開発
・気候変動やSDGs等に対応した技術開発 等

※令和７年度の成果により、令和８年度以降に事業を継続することがある
※事業を活用する団体は京都フードテック研究連絡会議への加入を条件とする
※上記は予算議決前の案であり、変更することがある

京都アグリ・フードイノベーション創出事業

～京都府の農林水産業・食品産業の課題を解決するための産学公による
共同研究を支援します～
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